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　　　教育委員会部局 

　　　その他の部局 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

　　　事務局職員出席者 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

　　　　　議　事　日　程　（第５号） 

　　令和７年１２月１２日（金曜日）　午前９時３０分　開　議 

　第　１　会議録署名議員の指名 
 
　第　２　議案第３７号　宮城県市町村職員退職手当組合規約の変更について 
 
　第　３　議案第３８号　柴田町障害児通園施設条例を廃止する条例 
 
　第　４　議案第３９号　柴田町乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を定める条例 
 
　第　５　議案第４０号　柴田町非常勤消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する条例の一 
　　　　　　　　　　　　部を改正する条例 
 
　第　６　議案第４１号　柴田町公共施設使用料の適正化に係る関係条例の整備に関する条例 
 
　第　７　議案第４２号　柴田町給水条例及び柴田町下水道条例の一部を改正する条例 
 
　第　８　議案第４３号　損害賠償の額を定めることについて 
 

 
農 政 課 長 併 
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議 会 事 務 局 長 鹿　又　博　文

 
次 長 今　野　裕　介

 
主 査 佐　藤　麻　美

 
副 参 事 大川原　真　一



２１３

　第　９　議案第４４号　損害賠償の額を定めることについて 
 
　第１０　議案第４５号　令和７年度（仮称）地域防災センター整備工事請負契約について 
 
　第１１　議案第４６号　令和７年度柴田町一般会計補正予算 
 
　第１２　議案第４７号　令和７年度柴田町国民健康保険事業特別会計補正予算 
 
　第１３　議案第４８号　令和７年度柴田町介護保険特別会計補正予算 
 
　第１４　議案第４９号　令和７年度柴田町後期高齢者医療特別会計補正予算 
 
　第１５　議案第５０号　令和７年度柴田町水道事業会計補正予算 
 
　第１６　議案第５１号　令和７年度柴田町下水道事業会計補正予算 
 
　第１７　議案第５２号　令和７年度柴田町一般会計補正予算 
 
　第１８　陳情第　５号　学校教材備品の計画的な整備推進についてのお願い（陳情） 
 
　　　　　陳情第　６号　臓器移植に関わる不正な臓器取引や移植目的の渡航等を防止し、国民 
　　　　　　　　　　　　が知らずに犯罪に巻き込まれることを防ぐための環境整備等を求める 
　　　　　　　　　　　　意見書提出の陳情 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

　　　　　本日の会議に付した事件 

　議事日程のとおり 
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　　　　　午前９時３０分　　開　議 

○議長（石森靖明君）　おはようございます。 

　　ただいまの出席議員数は18名であります。定足数に達しておりますので、議会は成立いたし

ました。 

　　直ちに本日の会議を開きます。 

　　なお、議案等の説明のため、地方自治法第121条の規定により、説明員として町長以下、関

係所管課長等及び監査委員の出席を求めております。 

　　本日の議事日程は、あらかじめお手元に配付のとおりであります。 

　　日程に入ります。 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

　　　　　日程第１　会議録署名議員の指名 

○議長（石森靖明君）　日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

　　本日の会議録署名議員は、会議規則第123条の規定により、議長において11番大坂三男君、

12番平間奈緒美さんを指名いたします。 

　　次の日程に入る前に、本日の議案審議における採決は起立により行いますが、大橋議員につ

いては挙手をもって起立したものとみなします。 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

　　　　　日程第２　議案第３７号　宮城県市町村職員退職手当組合規約の変更について 

○議長（石森靖明君）　日程第２、議案第37号宮城県市町村職員退職手当組合規約の変更につい

てを議題といたします。 

　　本件の提案理由は既に説明済みであります。 

　　これより質疑に入ります。質疑ありませんか。 

　　　　　〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石森靖明君）　質疑なしと認めます。 

　　これより討論に入ります。討論ありませんか。 

　　　　　〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石森靖明君）　討論なしと認めます。 

　　これより議案第37号宮城県市町村職員退職手当組合規約の変更についての採決を行います。 

　　お諮りいたします。本案は原案のとおり決することに賛成の諸君の起立または挙手を求めま

す。 
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　　　　　〔賛成者起立挙手〕 

○議長（石森靖明君）　起立挙手総員であります。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

　　　　　日程第３　議案第３８号　柴田町障害児通園施設条例を廃止する条例 

○議長（石森靖明君）　日程第３、議案第38号柴田町障害児通園施設条例を廃止する条例を議題

といたします。 

　　本件の提案理由は既に説明済みであります。 

　　これより質疑に入ります。質疑ありませんか。４番笠松均君。 

○４番（笠松　均君）　４番笠松均でございます。 

　　柴田町障害児通園施設条例についてでございますが、令和８年４月１日以降、障害児通園施

設むつみ学園廃止後の施設の運用等はどのように計画されておりますか。 

　　以上です。 

○議長（石森靖明君）　答弁を求めます。子ども家庭課長。 

○子ども家庭課長（真嶋朱美君）　子ども家庭課としましては、閉園後に関しましては行政財産

から普通財産への用途変更を行いまして、その後は財政課の管轄となります。 

○議長（石森靖明君）　再質疑ありますか。（「ありません」の声あり） 

　　ほかに質疑ありませんか。１番吉田謙治君。 

○１番（吉田謙治君）　１番吉田謙治です。 

　　むつみ学園閉園後に係る維持費などありましたら、どのぐらいかかるか分かればお伺いした

いと思います。 

○議長（石森靖明君）　答弁を求めます。子ども家庭課長。 

○子ども家庭課長（真嶋朱美君）　むつみ学園は３月31日まで事業所として開園しなければなり

ませんので、その後１か月間、残務処理が発生することになります。障害児の給付費とか、あ

と３月中の使用料とかの精算をむつみ学園に委託し、施設の中の廃棄物処理も全て委託するよ

うになるのですけれども、大体42万5,000円程度の委託料を予定はしております。 

○議長（石森靖明君）　再質疑ありますか。（「ありません」の声あり） 

　　ほかに質疑ありませんか。 

　　　　　〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石森靖明君）　これをもって質疑を終結いたします。 

　　これより討論に入ります。討論ありませんか。 
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　　　　　〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石森靖明君）　討論なしと認めます。 

　　これより議案第38号柴田町障害児通園施設条例を廃止する条例の採決を行います。 

　　お諮りいたします。本案は原案のとおり決することに賛成の諸君の起立または挙手を求めま

す。 

　　　　　〔賛成者起立挙手〕 

○議長（石森靖明君）　起立挙手総員であります。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

　　　　　日程第４　議案第３９号　柴田町乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を 

　　　　　　　　　　　　　　　　　定める条例 

○議長（石森靖明君）　日程第４、議案第39号柴田町乳児等通園支援事業の設備及び運営に関す

る基準を定める条例を議題といたします。 

　　本件の提案理由は既に説明済みであります。 

　　これより質疑に入ります。質疑ありませんか。 

　　　　　〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石森靖明君）　質疑なしと認めます。 

　　これより討論に入ります。討論ありませんか。 

　　　　　〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石森靖明君）　討論なしと認めます。 

　　これより議案第39号柴田町乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の

採決を行います。 

　　お諮りいたします。本案は原案のとおり決することに賛成の諸君の起立または挙手を求めま

す。 

　　　　　〔賛成者起立挙手〕 

○議長（石森靖明君）　起立挙手総員であります。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

　　　　　日程第５　議案第４０号　柴田町非常勤消防団員の定員、任免、給与、服務等に関す 

　　　　　　　　　　　　　　　　　る条例の一部を改正する条例 

○議長（石森靖明君）　日程第５、議案第40号柴田町非常勤消防団員の定員、任免、給与、服務

等に関する条例の一部を改正する条例を議題といたします。 
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　　本件の提案理由は既に説明済みであります。 

　　これより質疑に入ります。質疑ありませんか。17番吉田和夫君。 

○17番（吉田和夫君）　17番吉田和夫でございます。 

　　300人から250人の定員に改正するわけですけれども、いつも募集人数はずっと定員割れして

おりました。柴田町の人口規模からすれば、適正な人数というのは250なのか、別の何か算定

方法なんかがあるのかどうか、この250人にした理由をお願いいたします。 

○議長（石森靖明君）　答弁を求めます。危機管理監。 

○危機管理監（太田健博君）　今回のまず条例改正に当たりましては、現在の定員236名という

ことで、改正前の条例の300人ということで数字の乖離があることで、それを是正するためと

いうことがまず最初に目的でございました。 

　　その後に、実際の定員の規模というようなことなんですけれども、以前ですと人口何万人以

上であれば何名というようなことがあったんですけれども、国の法律が変わりまして地域の実

情に応じた数というようなことでございます。その中で参考にさせていただきましたのは、町

の小型ポンプ操作の運用要員など、１台につき５名ほどの要員が必要となります。その場合、

町の消防団の小型消防ポンプ付軽自動車なんですけれども約28台ありますので、それを５掛け

ることの28で140。それプラス、地域の自主防災組織等を勘案しまして250名というような数字

を今回上程しているところでございます。 

○議長（石森靖明君）　再質問ありますか。どうぞ。 

○17番（吉田和夫君）　私も調べてみたんです。総務省で適正化ガイドラインがつくられており

ました。今、危機管理監お話しされたとおり、例えば消防ポンプ車１台当たりだったら７人。

何台あるのか。あと今言った稼働ポンプ１台当たり５人から６人ということなので、分団で２

台所有してれば、消防車だったら２台掛ける７人で14人とかというような、それにプラス、地

域の実情、人口規模、あるいは世帯密集とかという地域の実情、要員のところで250人という

ことでいいんですね。確認です。 

○議長（石森靖明君）　答弁を求めます。危機管理監。 

○危機管理監（太田健博君）　お見込みのとおりでございます。また、常備消防、仙南広域のほ

うと連携を密にしながら町内の消防行政のほうに当たっていきたいと思います。 

○議長（石森靖明君）　再々質疑ございますか。（「ありません」の声あり） 

　　ほかに質疑ありませんか。 

　　　　　〔「なし」と呼ぶ者あり〕 
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○議長（石森靖明君）　これをもって質疑を終結いたします。 

　　これより討論に入ります。討論ありませんか。 

　　　　　〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石森靖明君）　討論なしと認めます。 

　　これより議案第40号柴田町非常勤消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する条例の一部

を改正する条例の採決を行います。 

　　お諮りいたします。本案は原案のとおり決することに賛成の諸君の起立または挙手を求めま

す。 

　　　　　〔賛成者起立挙手〕 

○議長（石森靖明君）　起立挙手総員であります。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

　　　　　日程第６　議案第４１号　柴田町公共施設使用料の適正化に係る関係条例の整備に関 

　　　　　　　　　　　　　　　　　する条例 

○議長（石森靖明君）　日程第６、議案第41号柴田町公共施設使用料の適正化に係る関係条例の

整備に関する条例を議題といたします。 

　　本件の提案理由は既に説明済みであります。 

　　これより質疑に入ります。質疑ありませんか。５番吉田清君。 

○５番（吉田　清君）　吉田清でございます。 

　　使用料の改定が一律20％にする根拠をお願いします。 

○議長（石森靖明君）　答弁を求めます。財政課長。 

○財政課長（大山　薫君）　今回の20％という形なんですけれども、今回各施設のほう使用料の

見直しということで、かなり消費税が５％になったとき以来、ずっとやってなかったんですよ

ね。そういったことから、よく国のほうで使っています消費者物価指数というのがあるんです

けれども、例えば、そういったことで幾らぐらい上がっているのかなというと、例えば光熱水

費水道なんかだと1.36倍、それから物品関係ですね、例えば電球とかそういったものは1.62倍

上がっております。また、ガス代は1.51倍。そういったことを勘案しまして、本来は大体1.5

倍ぐらいに上げたかったんですけれども、急激に上げるというのもなかなか難しいので、激変

緩和でございませんが大体20％程度が適正であろうと。こちらについては、施設の使用料とい

うのは地方自治法の第225条で受益者が、その施設を使った受益者が負担するというそういう

原則がございます。ただ、あまり高い金額ですと、使用量が高いとなかなか使いづらいという
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のもありますので、そういったことを勘案しまして今回は20％という形での金額の引上げを行

っております。 

　　今後は、物価の上昇と勘案しながら適切な時期に、また使用料の見直しを行っていきたいと

考えております。 

○議長（石森靖明君）　再質疑ありますか。（「ありません」の声あり） 

　　ほかに質疑ありませんか。 

　　　　　〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石森靖明君）　これをもって質疑を終結いたします。 

　　これより討論に入ります。討論ありませんか。 

　　　　　〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石森靖明君）　討論なしと認めます。 

　　これより議案第41号柴田町公共施設使用料の適正化に係る関係条例の整備に関する条例の採

決を行います。 

　　お諮りいたします。本案は原案のとおり決することに賛成の諸君の起立または挙手を求めま

す。 

　　　　　〔賛成者起立挙手〕 

○議長（石森靖明君）　起立挙手総員であります。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

　　　　　日程第７　議案第４２号　柴田町給水条例及び柴田町下水道条例の一部を改正する条 

　　　　　　　　　　　　　　　　　例 

○議長（石森靖明君）　日程第７、議案第42号柴田町給水条例及び柴田町下水道条例の一部を改

正する条例を議題といたします。 

　　本件の提案理由は既に説明済みであります。 

　　これより質疑に入ります。質疑ありませんか。 

　　　　　〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石森靖明君）　質疑なしと認めます。 

　　これより討論に入ります。討論ありませんか。 

　　　　　〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石森靖明君）　討論なしと認めます。 

　　これより議案第42号柴田町給水条例及び柴田町下水道条例の一部を改正する条例の採決を行
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います。 

　　お諮りいたします。本案は原案のとおり決することに賛成の諸君の起立または挙手を求めま

す。 

　　　　　〔賛成者起立挙手〕 

○議長（石森靖明君）　起立挙手総員であります。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

　　　　　日程第８　議案第４３号　損害賠償の額を定めることについて 

○議長（石森靖明君）　日程第８、議案第43号損害賠償の額を定めることについてを議題といた

します。 

　　本件の提案理由は既に説明済みであります。 

　　これより質疑に入ります。質疑ありませんか。 

　　　　　〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石森靖明君）　質疑なしと認めます。 

　　これより討論に入ります。討論ありませんか。 

　　　　　〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石森靖明君）　討論なしと認めます。 

　　これより議案第43号損害賠償の額を定めることについての採決を行います。 

　　お諮りいたします。本案は原案のとおり決することに賛成の諸君の起立または挙手を求めま

す。 

　　　　　〔賛成者起立挙手〕 

○議長（石森靖明君）　起立挙手総員であります。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

　　　　　日程第９　議案第４４号　損害賠償の額を定めることについて 

○議長（石森靖明君）　日程第９、議案第44号損害賠償の額を定めることについてを議題といた

します。 

　　本件の提案理由は既に説明済みであります。 

　　これより質疑に入ります。質疑ありませんか。 

　　　　　〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石森靖明君）　質疑なしと認めます。 

　　これより討論に入ります。討論ありませんか。 
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　　　　　〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石森靖明君）　討論なしと認めます。 

　　これより議案第44号損害賠償の額を定めることについての採決を行います。 

　　お諮りいたします。本案は原案のとおり決することに賛成の諸君の起立または挙手を求めま

す。 

　　　　　〔賛成者起立挙手〕 

○議長（石森靖明君）　起立挙手総員であります。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

　　　　　日程第１０　議案第４５号　令和７年度（仮称）地域防災センター整備工事請負契約 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　について 

○議長（石森靖明君）　日程第10、議案第45号令和７年度（仮称）地域防災センター整備工事請

負契約についてを議題といたします。 

　　本件の提案理由は既に説明済みであります。 

　　これより質疑に入ります。質疑ありませんか。６番小田部峰之君。 

○６番（小田部峰之君）　６番峰之です。 

　　防災拠点として求められる具体的な機能、例えば、対災害性、備蓄機能、通信機能などが設

計に反映されていますか。 

　　あと、議員の駐車場はどこになるのか、お伺いいたします。 

○議長（石森靖明君）　答弁を求めます。財政課長。 

○財政課長（大山　薫君）　ただいまの防災のほうの機能、設計に反映されているのかというこ

となんですけれども、実はこちらについては、昨年の令和６年の８月20日ですか、議員全員協

議会のほうに庁舎車庫棟及び新水道お客様センター建設事業試案ということでお示ししたんで

すけれども、その段階では既にもう車庫棟としての実施設計は終わっておりました。ですの

で、防災拠点としての機能、設計には盛り込まれておりません。 

　　それから、議員の駐車場でございますが、今後工事に入っていくわけなんですけれども、今

考えているのは、ちょうど今の車庫棟に囲まれた部分なんですけれども、フモンジさんがあっ

たところの舗装された駐車場の区画になるんですけれども、約17台止められるような区画にな

っておりますので、定例の会議等の際はそちらを優先的に議員の駐車場として使っていただく

という予定としております。 

○議長（石森靖明君）　再質疑ありますか。（「ないです」の声あり） 
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　　ほかに質疑ありませんか。 

　　　　　〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石森靖明君）　これをもって質疑を終結いたします。 

　　これより討論に入ります。討論ありませんか。 

　　　　　〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石森靖明君）　討論なしと認めます。 

　　これより議案第45号令和７年度（仮称）地域防災センター整備工事請負契約についての採決

を行います。 

　　お諮りいたします。本案は原案のとおり決することに賛成の諸君の起立または挙手を求めま

す。 

　　　　　〔賛成者起立挙手〕 

○議長（石森靖明君）　起立挙手総員であります。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

　　　　　日程第１１　議案第４６号　令和７年度柴田町一般会計補正予算 

○議長（石森靖明君）　日程第11、議案第46号令和７年度柴田町一般会計補正予算を議題といた

します。 

　　本件の提案理由は既に説明済みであります。 

　　これより質疑に入ります。 

　　質疑は、まず繰越明許費補正、債務負担行為補正、地方債補正を含め、総括と歳入を一括と

いたします。 

　　歳出については、まず２款総務費82ページから４款衛生費89ページまで、次に６款農林水産

業費89ページから給与費明細書101ページまでといたします。 

　　なお、質疑に当たっては、ページ数を示して行ってください。 

　　まず、繰越明許費補正、債務負担行為補正、地方債補正を含め、総括と歳入の質疑を許しま

す。 

　　質疑ありませんか。３番平間康弘君。 

○３番（平間康弘君）　３番平間康弘です。 

　　まず、68ページの歳入の件なんですが、国庫支出金、県支出金の大幅な増額がされているん

ですが、内訳で社会福祉に関わる増額となっているんですが、この増額となった要因は何かを

具体的にちょっとお示しください。 
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○議長（石森靖明君）　答弁を求めます。福祉課長。 

○福祉課長（三浦英明君）　68ページの歳入の関係でございますが、78ページの歳入のほうで、

16款国庫支出金１項国庫負担金１目民生費国庫負担金、社会福祉費負担金及び79ページ、17款

県支出金１項県負担金１目民生費県負担金、社会福祉費負担金でございますが、こちらの増加

の要因につきましては、歳出のほうの85ページ、３款民生費１項社会福祉費３目障害者支援事

業費18節負担金補助及び交付金、障害福祉サービス給付費１億2,500万円、障害児給付費4,200

万円及び19節扶助費、自立支援医療給付費1,064万9,000円、こちらの歳出に伴う国県の負担金

でございます。 

　　よろしくお願いいたします。 

○議長（石森靖明君）　再質疑ありますか。どうぞ。 

○３番（平間康弘君）　この支出金、負担金なんですが、これは予定された補正なのか、それと

も臨時的なものなのか、どちらでしょうか。 

○議長（石森靖明君）　答弁を求めます。福祉課長。 

○福祉課長（三浦英明君）　７年度の予算執行におきまして、残り分で歳出のほうで不足が見込

まれましたので、今回12月の補正をさせていただいたところでございます。 

　　歳入につきましては、法律で定められている国と県の負担分ということで、歳入のほうも予

算計上させていただいたということでございます。 

○議長（石森靖明君）　再々質疑ありますか。（「ありません」の声あり） 

　　ほかに質疑ありませんか。 

　　　　　〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石森靖明君）　これで総括と歳入の質疑を終結します。 

　　次に、歳出の質疑に入ります。 

　　まず、82ページの総務費から89ページの衛生費までに対する質疑を許します。質疑ありませ

んか。16番白内恵美子さん。 

○16番（白内恵美子君）　白内です。 

　　85ページの民生費の老人福祉費の扶助費、老人保護措置費の説明をお願いします。現在入所

している方なのか、新たに増えたのかの説明をお願いします。 

　　それから、86ページの民生費、児童福祉費、児童福祉総務費の需用費に消耗品費60万7,000

円と修繕料100万円が出ていますが、この説明をお願いします。 

　　それから、88ページの保険、これ、いいのか、ここまでいいんですよね。保健衛生費の保健
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指導費の委託料として産後ケア事業委託料がありますが、これを説明を、利用が増えているの

かどうか、何人利用しているのか、お願いします。 

　　以上です。 

○議長（石森靖明君）　答弁を求めます。福祉課長。 

○福祉課長（三浦英明君）　85ページ、３款１項２目老人福祉費19節扶助費、老人ホーム措置費

156万8,000円でございますが、４月１日時点の入所者は、養護老人ホームのほう４施設に８人

でございました。７月に介護者の不在などにより、特別養護老人ホームのほうに新たに１名の

方を措置したところでございます。その方の分の措置が追加になったことと、それから養護老

人ホーム３施設で入所者の生活に必要な費用と施設職員の人件費を含む単価の改定が行われた

ことによるものでございます。 

　　以上でございます。 

○議長（石森靖明君）　２点目。子ども家庭課長。 

○子ども家庭課長（真嶋朱美君）　３款２項１目児童福祉総務費、需用費の消耗品費のほうです

けれども、まずこちらですけれども公立３保育所の給食室で勤務する調理従業者が使用する調

理服等の一式を購入するものであります。調理服などは毎日着用しておりまして、１年を経過

いたしますと食材などの汚れが洗濯をしても落ちなくなってしまうんですけれども、保育所の

調理員というのは清潔で衛生的な状況を保つことが最優先とされていることから、新たに新し

いものを購入して対応するものであります。 

　　修繕料につきましては、保育所、児童館の緊急修繕費ということになるんですけれども、特

に保育所、西船迫保育所、槻木保育所、40年以上が経過しておりまして、今年度、度重なる漏

水や調理機器等の故障、あと給湯器からお湯が出ないなどの不具合が多数発生しておりまし

て、それに順次対応しているところではあるんですけれども、今後、冬においての暖房機械の

故障が予測されることから、新たに追加補正をお願いするものであります。 

○議長（石森靖明君）　３点目。健康推進課長。 

○健康推進課長（佐藤正人君）　88ページ。４款１項５目12節委託料、産後ケア事業委託料のこ

とでございます。 

　　令和７年４月から10月の延べの利用者数につきましては80人でございます。令和７年11月か

ら令和８年３月までの延べ利用者数を70人程度になると見込んでおり、令和７年度の延べ利用

者数の合計は150人ぐらいになるのではないかと見込んでおります。 

　　令和６年度延べ利用者数は81人でしたが、10月まででほぼ同数となっておりますので、利用
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者数は増加しているところでございます。 

　　以上でございます。 

○議長（石森靖明君）　白内恵美子さん、再質疑ありますか。 

○16番（白内恵美子君）　ないです。 

○議長（石森靖明君）　ほかに質疑ありませんか。２番大橋武彦君。 

○２番（大橋武彦君）　座っていていいんですか。すみません。２番大橋です。 

　　86ページ。３款民生費２項児童福祉費１目児童福祉総務費12節の委託料、ヤングケアラー実

態調査業務委託料において106万9,000円という大きな減額が計上されております。この減額は

入札によるものなのか、調査対象の変更によるものなのか。予算が減額になることで、調査の

網に漏れてしまう子どもたちがいないか危惧しております。減額の理由と調査の進捗状況をお

伺いします。 

○議長（石森靖明君）　答弁を求めます。子ども家庭課長。 

○子ども家庭課長（真嶋朱美君）　３款２項１目児童福祉総務費、委託料のヤングケアラー実態

調査業務委託料の減額についてですが、大きく２点ございます。 

　　１点目としては、当初予算編成時において、令和５年度と同様、紙ベースでの調査を予定し

ていたのですけれども、教育長及び教育総務課長のご協力を得まして、タブレット端末を使っ

たウェブ上での調査が可能となりました。それに伴いまして、紙でやるはずだった印刷製本費

や調査に係る人件費が大幅に減額となったこと及び指名競争入札において請差が生じたことが

大きな原因であります。なので、漏れがあるということではなく手法が変わったことと、入札

による減額となります。 

　　今後ですけれども、現在、ヤングケアラーと思われる子どもたちについて、子ども家庭セン

ターのほうでアセスメントシートの準備を行っております。来年１月に入りましてから、そち

らアセスメントシートを各学校のほうにお渡ししまして、記入していただくことになります。

その後の結果をもちまして、今度は子ども家庭課のほうでケース検討会議などを開いて支援方

針を決定していく予定であります。 

○議長（石森靖明君）　再質疑ありますか。（「ありません」の声あり） 

　　ほかに質疑ありませんか。 

　　　　　〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石森靖明君）　次に、89ページの農林水産業費から101ページの給与費明細書までに対

する質疑を許します。 
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　　質疑ありませんか。５番吉田清君。 

○５番（吉田　清君）　５番吉田清でございます。 

　　90ページ。７款商工費１項商工費２目観光整備費10節需用費63万8,000円消耗品となってい

ます。この詳細をお願いします。 

○議長（石森靖明君）　答弁を求めます。商工観光課長。 

○商工観光課長（天野　敬君）　議案書の90ページです。７款１項２目観光整備費の10節需用費、

消耗品63万8,000円の内訳でございますが、まず１つ目は、事業内訳による観光整備事業用の

消耗品として13万8,000円計上しております。内容については、今年、特に夏以降、観光の拠

点である船岡城址公園内でイノシシの被害が増加しておりまして、球根の荒らされたり、園地

内、大変被害に遭っているわけで、そういった対策の費用として計上しているものでございま

す。 

　　もう一つは事業内訳の白石川堤一目千本桜ブランド化事業に50万円計上しております。こち

らはその財源につきまして、今回歳入の補正予算で計上しております企業版ふるさと柴田応援

寄附金、これの一部を財源に活用した事業でございまして、内容については、冬のイベントし

ばたファンタジーイルミネーションで、会場内で装飾で使用するイルミネーション関係資材の

購入費になります。補正予算をお認めいただきましたら、速やかに調達進めまして、現在開催

中のイルミネーションに何とか間に合わせて多くの観光客に見ていただいて、寄附を頂いた企

業様の期待に応えていきたいと思います。どうぞよろしくお願いいたします。 

○議長（石森靖明君）　再質疑ありますか。（「ありません」の声あり） 

　　ほかに質疑ありませんか。６番小田部峰之君。 

○６番（小田部峰之君）　６番小田部峰之です。 

　　92ページの駅周辺整備管理費の船岡駅自由通路昇降機更新工事2,000万円なんですけれども、

現在どのような状態なのか詳細説明をお願いいたします。 

○議長（石森靖明君）　答弁を求めます。都市建設課長。 

○都市建設課長（佐藤康弘君）　議案書92ページの14節工事請負費、船岡駅自由通路の昇降機更

新工事になりますけれども、こちら自由通路に接続しておりますエレベーターのほうが故障し

ております。その原因としましては、こちらを動かすための制御盤、こちらのほうが故障して

おりまして、先月11月の18日に指定管理を行っております業者のほうで朝の点検をしたところ

動かないということが判明しまして、専門業者の詳細点検をしたところ、その制御基板のほう

が故障しているということが判明いたしました。現在はそこを使用中心にいたしまして、今回
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の予算をお認めいただきましたら早急に修繕のほう入る予定でおります。内容としましては、

制御盤一式を丸々交換するというような修繕の内容となっております。 

○議長（石森靖明君）　再質疑ありませんか。どうぞ 

○６番（小田部峰之君）　それで早急にということは年内、年度内とか、何か杖ついて歩いてい

た人いたので、その人からいつ直るんだかねって言われたんで、なるべく早くということをち

ょっと言われていましたので、いつ頃なのかお伺いします。 

○議長（石森靖明君）　答弁を求めます。都市建設課長。 

○都市建設課長（佐藤康弘君）　まずこちらの制御盤の製作に４か月ほど期間がかかります。そ

うすると４か月間使用できないということになりますので、今回の修理の中に応急で動かせる

仮設の装置の設置というか、そういうのを設置しまして、契約が終わりましたら速やかにそち

らで動かせるようにしたいと考えております。最終的に交換が終わるのが製作４か月プラス工

事１か月くらいを見込んでおりますので、大体来年の５月いっぱいくらいまでと見込んでおり

ます。 

　　今回併せて繰越明許のほうも提案させていただいておりますので、５月末までには完全な修

繕を終わらせたい計画で考えております。 

○議長（石森靖明君）　再々質疑ありますか。どうぞ 

○６番（小田部峰之君）　じゃあ取りあえず動くようになるのは、いつ頃ですか。 

○議長（石森靖明君）　答弁を求めます。都市建設課長。 

○都市建設課長（佐藤康弘君）　本日議会のほうでお認めいただきましたら速やかに業者選定、

契約のほうを進めてまいります。当課の目標としましては、年内を目標に進めていきたいと考

えております。 

○議長（石森靖明君）　ほかに質疑ありませんか。16番白内恵美子さん。 

○16番（白内恵美子君）　白内です。 

　　89ページの農業費の農業総務費の18節経営開始資金補助と経営発展支援事業補助金の詳しい

説明をお願いします。 

　　それから、91ページの河川費の河川管理費の工事請負費、この間説明はあったんですけれど

も、どんな状況なのかがよく分からなかったんです。のり面の改修について、もう少し詳しく

お願いします。 

　　それから、96ページの教育費の保健体育費の備品購入費、社会体育施設用備品の説明をお願

いします。 
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　　以上です。 

○議長（石森靖明君）　答弁を求めます。農政課長。 

○農政課長（宮武靖洋君）　89ページ。６款１項２目農業総務費18節負担金補助及び交付金にな

ります。 

　　１つ目が、経営開始資金補助ということで、こちらは令和７年10月に認定新規就農者という

ことで、法人の構成メンバー３名いらっしゃるんですけれど、そちらの方々の経営開始時の早

期の経営確立を支援する資金ということで、国から１人当たり年間で150万円、３名分という

ことで補助されるものです。 

　　もう一つ、その下になります。経営発展支援事業補助金について、こちらは令和６年度に認

定新規就農者ということで２名いらっしゃるんですけれど、こちらの２名から機械や施設の導

入を支援する資金ということで、国と県合わせて４分の３が補助されるものがあるんですが、

要望を聞いてそちらの要望で出している補助になります。 

　　以上です。 

○議長（石森靖明君）　２点目について。都市建設課長。 

○都市建設課長（佐藤康弘君）　91ページ。８款３項１目河川管理費、槻木五間堀支川のり面改

修工事の詳細についてですけれども、こちら県道の成田地区の亘理村田蔵王線から太陽の村に

上っていく町道です。場所にしますと成田倉坂地区になるんですけれども、そちらに槻木五間

堀の支川が、河川がありまして、そこに過去の雨で崩れたのり面のところを直営で板柵の補修

をしておりました。その板柵のほうが今回経年劣化によりまして崩壊している状態です。そち

らが河川の流れを阻害している状況ですので、延長にしますと13メートルになりますが、今回

そこの地盤が基礎地盤で板柵のくいが刺さらない、支持力が確保できないということでブロッ

ク積みで今回復旧のほうを計画しております。そちら板柵から今回ブロック積みで復旧するよ

うな工事として考えております。 

○議長（石森靖明君）　３点目。スポーツ振興課長。 

○スポーツ振興課長（杉本龍司君）　96ページの10款５項１目17節の備品購入費、550万円の詳

細について説明いたします。 

　　今回、社会体育施設用備品として５点を予定しております。まず１点目は、サッカーゴール

です。阿武隈運動場及び総合運動場のサッカーゴールが体育設備の点検結果で、さびがひどく

穴が開いている状態であることからＣ判定となっているもので、更新するものとなります。２

点目は、跳び箱、鉄棒、体操マットの一式。３点目として、トランポリン及びその補助のマッ
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ト一式、こちらは発育発達段階における子どもたちに必要な、飛ぶ、転がる、回転などを運動

する上で基本動作の習得、家庭教育、保育、体育の授業だけでは賄い切れない部分もあること

から、幼児児童の体操教室などで活用するために購入したいと考えております。４点目は中型

のアーム式のピッチングマシン１台です。こちらはアステムチャレンジスタジアムにおいて、

少年野球並びに中学校の部活動などで活用できるように考えております。最後に５点目、冷風

機を予定しております。近年の熱中症対策として船岡体育館での活用を考えております。船岡

体育館には、スポーツ少年団も活動しており、学校の体育館には冷風機がありますけれども、

実は船岡体育館には冷風機がありませんので、近年の猛暑対策として移動式の冷風機を購入し

対策を講じたいと考えた次第であります。 

　　以上です。 

○議長（石森靖明君）　再質疑ありますか。どうぞ。 

○16番（白内恵美子君）　最後の保健体育費の備品購入で、例えば跳び箱、鉄棒、トランポリン

等はどこに置くものなのか。 

　　それから、船体の冷風機っていうのは何台なんですか。 

　　以上です。 

○議長（石森靖明君）　答弁を求めます。スポーツ振興課長。 

○スポーツ振興課長（杉本龍司君）　跳び箱、鉄棒、マット並びにトランポリン関係につきまし

ては、総合体育館の指定管理者とも協議済みであります。総合体育館のほうで活用していこう

かなというふうに考えております。 

　　また冷風機については、今のところ３台を予定しております。 

○議長（石森靖明君）　再々質疑ありますか。（「ありません」の声あり） 

　　ほかに質疑ありませんか。２番大橋武彦君、着席での質疑を許可します。 

○２番（大橋武彦君）　２番大橋です。２点あります。 

　　93ページ。10款教育費１項教育総務費２目教育管理費12節委託料の英語指導助手の派遣委託

料や13節使用料及び賃借料の小中学校情報学習機器再リース料、ネットワーク配信コンテンツ

使用料、学習支援ツールライセンス料、セキュリティー対策などの教育のソフト、ハード両面

に関わる予算が軒並み減額補正されております。当初予定されていた教育活動やＩＣＴ活用は

計画どおり実施できた上での減額なのか、教育の質、学びの機会が損なわれていないか確認の

ため伺います。 

　　２点目、94ページ。10款教育費２項小学校費及び３項中学校費について、各管理費の10節需
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用費の燃料費や光熱費が増額補正されています。小学校費で100万円強、中学校費でも60万円

強の増額ですが、これはエネルギー価格高騰への対応に加え、これから迎える厳しい冬に備え

教室の暖房を十分に稼働させるための予算措置と理解してよろしいでしょうか。 

　　以上です。 

○議長（石森靖明君）　答弁を求めます。教育総務課長。 

○教育総務課長（小林威仁君）　２点いただきました。 

　　まず、93ページの教育総務費、教育管理費の英語指導助手派遣から様々なシステムに係る減

額ということなんですけれども、こちらは全て入札により差額が生じたための減額ということ

になっております。事業費の確定でございます。ですので、その事業自体を縮小したとか、減

額したということではございませんので、今やっている事業については影響はございません。 

　　２点目です。小中学校の燃料費ですけれども、こちら電気代になっております。４月から10

月までの実績、支払いの実績を確認しました。さらに過去数年間の今後の３月まで支払った電

気代なども参考にしながら計算したところ、当初予算よりもちょっと見込みが少なくなるとい

うことで今回補正しております。学校におきましては、エアコンのほかＦＦの暖房機も使いな

がら快適に教室のほうを暖めているというところでございます。 

○議長（石森靖明君）　再質疑ありますか。どうぞ。 

○２番（大橋武彦君）　その予算が上がったことで、予算があるから、そんなに何ていうんです

かね、節約しなくていいんだよという話は教育委員会のほうから学校にしていただければいい

かなと思ったので、よろしくお願いします。 

○議長（石森靖明君）　大橋議員、それは要望ですか。要望は質疑にちょっとなじまないかなと

思いますので、答弁いただけますか。答弁を求めます。教育総務課長。 

○教育総務課長（小林威仁君）　補正がついたからということで全て使うということではなく、

なるべく節電、節約に努めながら快適に過ごせるようにしていきたいというふうに考えており

ます。 

○議長（石森靖明君）　再々質疑ありますか。（「オーケーです」の声あり） 

　　ほかに質疑ありませんか。４番笠松均君。 

○４番（笠松　均君）　４番笠松均でございます。 

　　89ページです。６款農林水産業費の７目農業水利費でございますが、この農業水利費の場所

と、あとはその事業の内容についてご説明をお願いいたします。 

○議長（石森靖明君）　笠松議員、修繕料の場所なのか、水利費の２つ、需用費と委託料ありま
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すので、どちらに対する場所の確認なのかお示しいただきたいと思います。 

○４番（笠松　均君）　両方お願いします。 

○議長（石森靖明君）　よろしいですか。答弁を求めます。農政課長。 

○農政課長（宮武靖洋君）　修繕料80万円ということで、ため池です。大沢田ため池、失礼しま

した。113万6,000円の修繕費のところで、大沢田ため池、あと滝下ため池ということで、葉坂

と四日市場にそれぞれあるんですが、ため池の斜樋という部分ですね。水を用水敷に落とすと

ころがあるんですけれど、そこの斜樋が腐食しているとか、そういうところを修繕ということ

で実施するようになります。 

○議長（石森靖明君）　再質疑ありますか。（「ありません」の声あり） 

　　ほかに質疑ありませんか。 

　　　　　〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石森靖明君）　これで歳出の質疑を終結します。 

　　これをもって一般会計補正予算に係る全ての質疑を終結いたします。 

　　これより討論に入ります。討論ありませんか。 

　　　　　〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石森靖明君）　討論なしと認めます。 

　　これより議案第46号令和７年度柴田町一般会計補正予算の採決を行います。 

　　お諮りいたします。本案は原案のとおり決することに賛成の諸君の起立または挙手を求めま

す。 

　　　　　〔賛成者起立挙手〕 

○議長（石森靖明君）　起立挙手総員であります。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

　　　　　日程第１２　議案第４７号　令和７年度柴田町国民健康保険事業特別会計補正予算 

○議長（石森靖明君）　日程第12、議案第47号令和７年度柴田町国民健康保険事業特別会計補正

予算を議題といたします。 

　　本件の提案理由は既に説明済みであります。 

　　これより質疑に入ります。 

　　質疑は、債務負担行為補正を含め、歳入歳出一括といたします。質疑ありませんか。 

　　　　　〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石森靖明君）　質疑なしと認めます。 
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　　これより討論に入ります。討論ありませんか。 

　　　　　〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石森靖明君）　討論なしと認めます。 

　　これより議案第47号令和７年度柴田町国民健康保険事業特別会計補正予算の採決を行います。 

　　お諮りいたします。本案は原案のとおり決することに賛成の諸君の起立または挙手を求めま

す。 

　　　　　〔賛成者起立挙手〕 

○議長（石森靖明君）　起立挙手総員であります。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

　　　　　日程第１３　議案第４８号　令和７年度柴田町介護保険特別会計補正予算 

○議長（石森靖明君）　日程第13、議案第48号令和７年度柴田町介護保険特別会計補正予算を議

題といたします。 

　　本件の提案理由は既に説明済みであります。 

　　これより質疑に入ります。 

　　質疑は、債務負担行為補正を含め、歳入歳出一括といたします。質疑ありませんか。 

　　　　　〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石森靖明君）　質疑なしと認めます。 

　　これより討論に入ります。討論ありませんか。 

　　　　　〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石森靖明君）　討論なしと認めます。 

　　これより議案第48号令和７年度柴田町介護保険特別会計補正予算の採決を行います。 

　　お諮りいたします。本案は原案のとおり決することに賛成の諸君の起立または挙手を求めま

す。 

　　　　　〔賛成者起立挙手〕 

○議長（石森靖明君）　起立挙手総員であります。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

　　　　　日程第１４　議案第４９号　令和７年度柴田町後期高齢者医療特別会計補正予算 

○議長（石森靖明君）　日程第14、議案第49号令和７年度柴田町後期高齢者医療特別会計補正予

算を議題といたします。 

　　本件の提案理由は既に説明済みであります。 
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　　これより質疑に入ります。 

　　質疑は、債務負担行為補正を含め、歳入歳出一括といたします。質疑ありませんか。 

　　　　　〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石森靖明君）　質疑なしと認めます。 

　　これより討論に入ります。討論ありませんか。 

　　　　　〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石森靖明君）　討論なしと認めます。 

　　これより議案第49号令和７年度柴田町後期高齢者医療特別会計補正予算の採決を行います。 

　　お諮りいたします。本案は原案のとおり決することに賛成の諸君の起立または挙手を求めま

す。 

　　　　　〔賛成者起立挙手〕 

○議長（石森靖明君）　起立挙手総員であります。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

　　　　　日程第１５　議案第５０号　令和７年度柴田町水道事業会計補正予算 

○議長（石森靖明君）　日程第15、議案第50号令和７年度柴田町水道事業会計補正予算を議題と

いたします。 

　　本件の提案理由は既に説明済みであります。 

　　これより質疑に入ります。 

　　質疑に当たっては、ページ数を示して行ってください。質疑ありませんか。 

　　　　　〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石森靖明君）　質疑なしと認めます。 

　　これより討論に入ります。討論ありませんか。 

　　　　　〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石森靖明君）　討論なしと認めます。 

　　これより議案第50号令和７年度柴田町水道事業会計補正予算の採決を行います。 

　　お諮りいたします。本案は原案のとおり決することに賛成の諸君の起立または挙手を求めま

す。 

　　　　　〔賛成者起立挙手〕 

○議長（石森靖明君）　起立挙手総員であります。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 



２３４

　　　　　日程第１６　議案第５１号　令和７年度柴田町下水道事業会計補正予算 

○議長（石森靖明君）　日程第16、議案第51号令和７年度柴田町下水道事業会計補正予算を議題

といたします。 

　　本件の提案理由は既に説明済みであります。 

　　これより質疑に入ります。 

　　質疑に当たっては、ページ数を示して行ってください。質疑ありませんか。 

　　　　　〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石森靖明君）　質疑なしと認めます。 

　　これより討論に入ります。討論ありませんか。 

　　　　　〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石森靖明君）　討論なしと認めます。 

　　これより議案第51号令和７年度柴田町下水道事業会計補正予算の採決を行います。 

　　お諮りいたします。本案は原案のとおり決することに賛成の諸君の起立または挙手を求めま

す。 

　　　　　〔賛成者起立挙手〕 

○議長（石森靖明君）　起立挙手総員であります。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

　　　　　日程第１７　議案第５２号　令和７年度柴田町一般会計補正予算 

○議長（石森靖明君）　日程第17、議案第52号令和７年度柴田町一般会計補正予算を議題といた

します。 

　　町長の提案理由の説明を求めます。町長。 

　　　　　〔町長　登壇〕 

○町長（滝口　茂君）　ただいま議題となりました議案第52号令和７年度柴田町一般会計補正予

算についての提案理由を申し上げます。 

　　今回の補正予算につきましては、国において進めている、強い経済を実現する総合経済対策

に迅速に対応するために要する経費及び追加の交付内示のあった新しい地方経済・生活環境創

生交付金事業に係る経費について補正するものです。 

　　歳入では、今回の補正予算に伴う事業費の財源として、国庫支出金、繰入金、町債について

増額補正を行い、経済対策として学校給食費徴収金の減額補正を行います。 

　　そのほか、繰越明許費の追加、債務負担行為の変更及び廃止、地方債の変更を行います。 



２３５

　　歳入歳出それぞれ13億7,669万1,000円を追加し、補正後の予算総額は170億5,180万7,000円

となります。 

　　詳細につきましては担当課長が説明いたしますので、原案のとおり可決くださいますようお

願いいたします。 

○議長（石森靖明君）　補足説明を求めます。財政課長。 

○財政課長（大山　薫君）　それでは、補足説明をいたします。 

　　追加議案書の３ページをお開きください。 

　　議案第52号令和７年度柴田町一般会計補正予算です。 

　　町長が申し上げました提案理由のとおり、歳入歳出予算の増額補正を行うとともに、繰越明

許費の追加、債務負担行為の変更及び廃止、地方債の変更を行うものです。 

　　次に、議案第52号関係資料のほうをご覧ください。 

　　まず、１ページをご覧ください。 

　　今回の国の補正予算に盛り込まれた重点支援地方交付金の追加内容になります。 

　　エネルギー・食料品等の物価高騰の影響を受けた生活者や事業者に対し、地方公共団体が地

域の実情に合わせて必要な支援をきめ細やかに実施できるよう、重点支援地方交付金を推奨事

業メニュー実施のため追加するものです。 

　　２ページをお開きください。 

　　重点支援地方交付金・推奨事業メニューとして、国から示されている内容になります。表の

下の米印の１で示されておりますが、地方公共団体が上記の推奨事業メニューよりもさらに効

果があると考えるものについては、実施計画に記載して申請可能となっております。 

　　３ページをお開きください。 

　　重点支援地方交付金・推奨事業メニューとして、今回の国の補正予算を踏まえて柴田町が取

り組む交付金等事業計画案になります。今回の補正予算に計上している内容になります。 

　　Ⅰ、物価高騰対応重点支援地方交付金を活用する。 

　　（１）です。推奨事業メニュー分、５事業になります。 

　　右上の表をご覧ください。総事業費、補助対象事業費は３億2,771万円。右側の財源内訳で

すが、国からの交付限度額は３億2,095万4,000円を見込んでおります。 

　　中央の表をご覧ください。 

　　ナンバー①です。町民への食料品券配布事業です。町民１人当たり7,000円相当の（仮称）

しばた暮らし応援食料品券を配付するものです。事業費は２億7,718万2,000円となります。 



２３６

　　②小中学生世帯への学校給食費負担軽減事業です。小中学校へ就学する児童生徒の給食費２

回分を無償化するものです。事業費は4,721万6,000円となります。 

　　③子ども食堂実施事業者支援事業です。子ども食堂を実施している５団体に対して、年間食

事提供見込数に応じ支援金を支給するものです。事業費は43万4,000円となります。 

　　④幼児教育事業者支援事業です。幼児教育施設の安定的な運営を支援するため、エネルギー

等価格高騰分を支援金として支給するものです。事業費は30万1,000円となります。 

　　⑤交通事業者支援事業です。町内タクシー事業者や阿武隈急行株式会社に対し、エネルギー

価格高騰分を支援するものです。事業費は257万7,000円となります。 

　　次に、４ページをお開きください。 

　　Ⅱ、物価高対応子育て応援手当になります。 

　　今回の国の補正予算で、重点支援地方交付金とは別に地方自治体が児童手当の受給者に対

し、対象児童１人当たり２万円を支給する事業となります。総事業費は１億845万9,000円を見

込んでおります。事業費の全額が国庫補助金で措置されることになります。 

　　続きましてもう一度、追加議案書の５ページをお開きください。 

　　第２表、繰越明許費補正です。追加は１件になります。 

　　２款１項総務管理費、エネルギー・物価高騰等に直面する町民への食料品券配布事業２億

7,718万2,000円は、食料品券の使用及び換金に係る取扱期間が令和８年度までにわたることか

ら、地方自治法第213条第１項の規定により、翌年度に繰り越して使用することができる経費

として繰越明許費を追加するものです。 

　　６ページをお開きください。 

　　第３表、債務負担行為補正です。今回９月に採択された、新しい地方経済・生活環境創生交

付金、いわゆる第２世代交付金事業について、４億4,700万円の追加交付の内示があったこと

から、９月会議の追加議案、一般会計補正予算で議会の議決をいただいた債務負担行為の限度

額について補正するものです。 

　　変更は３件です。新図書館建設工事については、第２世代交付金事業に採択されたことか

ら、令和８年度から令和９年度までの限度額について14億8,950万円としていました。今回追

加交付の内示により８億5,650万円を令和７年度歳入歳出予算に計上することから、限度額を

８億5,650万円減額し、補正後の限度額を６億3,300万円とするものです。 

　　今回の歳出補正予算において８款４項６目14節工事請負費に新図書館建設工事債務負担８億

5,650万円を計上しております。 



２３７

　　次に、新図書館建設工事監理委託料については、限度額について3,550万円としていました

が1,775万円減額し、補正後の限度額を1,775万円とするものです。 

　　今回の歳出補正予算において、８款４項６目13節委託料に新図書館建設工事監理委託料債務

負担1,775万円を計上しております。 

　　次に、新図書館建設工事設計意図伝達委託料については、限度額について1,760万円として

いましたが880万円減額し、補正後の限度額を880万円とするものです。 

　　今回の歳出補正予算において、８款４項６目13節委託料、新図書館建設工事設計意図伝達委

託料債務負担に880万円を計上しております。 

　　次に、廃止１件です。船岡城址公園スロープカー整備工事（電気設備及び下部工）について

は、令和７年度から令和８年度まで限度額１億500万円としておりましたが、今回の歳出補正

予算において、８款４項６目14節工事請負費に船岡城址公園スロープカー整備工事（電気設備

及び下部工）１億500万円を計上したことから、債務負担行為を廃止するものです。 

　　７ページをお開きください。 

　　第４表、地方債補正です。変更１件です。第２世代交付金事業に採択された、令和７年度分

のインフラ整備事業に係る今回、追加交付の内示があった交付金４億4,700万円に対する地方

負担分の財源とするため、地方債の限度額を４億7,850万円増額し、補正後の限度額を５億

1,900万円とするものです。 

　　今回の歳出補正予算において、８款４項６目新しい地方経済・生活環境創生基盤整備事業費

に補正計上しております事業費の特定財源となります。 

　　これで議案部分の説明を終わりますが、次に８ページお開きください。 

　　ここからは、一般会計補正予算に関する説明書の部分になります。 

　　歳入歳出補正予算事項別明細書で説明いたします。 

　　９ページをお開きください。 

　　２、歳入です。 

　　16款２項１目総務費国庫補助金３億2,095万4,000円の増は、国の補正予算に盛り込まれた物

価高騰の影響を受けた生活者等を引き続き支援するための物価高騰対応重点支援地方創生臨時

交付金の増によるもので、本町への交付見込額を計上したものです。 

　　その下、２目民生費国庫補助金１億845万9,000円の増は、地方自治体が児童手当の受給者に

対し、対象児童１人当たり２万円を支給するための財源として、物価高対応子育て応援手当補

助金が交付されるものです。 



２３８

　　その下、４目土木費国庫補助金４億4,700万円の増は、新しい地方経済・生活環境創生交付

金、いわゆる第２世代交付金事業について、インフラ整備事業の追加交付の内示があったこと

から補正計上するものです。 

　　次の20款１項２目基金繰入金4,688万円の増は、各事業への補正財源として財政調整基金か

ら繰入れするものでございます。これにより、財政調整基金の残高は約12億1,500万円となり

ます。 

　　次の22款４項２目雑入2,510万2,000円の減は、今回の重点支援地方交付金を活用した学校給

食費負担軽減事業を実施することから、学校給食費徴収金受入金を減額するものです。 

　　次に、23款１項３目土木債につきましては、第４表地方債補正で説明したとおりです。 

　　10ページをお開きください。 

　　３、歳出です。主なものについて説明いたします。 

　　２款１項２目企画管理費、補正額はゼロですが、重点支援地方交付金による交通事業者支援

として阿武隈急行支援事業費に国庫支出金200万5,000円を充当し、一般財源を同額減とする財

源の組替えを行うものです。 

　　次に、11目物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金事業費です。 

　　表の右側説明の欄の事業内訳をご覧ください。 

　　先ほど説明いたしました５つの事業について記載してございます。それぞれの事業費の内

訳、積算根拠につきましては、先ほど議案第52号関係資料により、お示しした内容になります

ので説明は省略させていただきます。 

　　11ページをお開きください。 

　　３款２項２目児童措置費１億845万9,000円の増は、物価高対応子育て応援手当支給事業に係

る経費を計上するものです。対象となる児童数を5,300人と見込み計上しております。 

　　８款４項６目新しい地方経済・生活環境創生基盤整備事業費９億8,805万円の増は、令和７

年度執行分のインフラ整備事業費について追加交付の内示があったことから、補正計上するも

のです。 

　　右側の説明の欄をご覧ください。 

　　新図書館整備事業８億8,305万円、船岡城址公園整備事業１億500万円、それぞれ増額補正す

るものです。それぞれの事業費の内訳につきましては、第３表債務負担行為補正で説明いたし

ましたので省略させていただきます。 

　　12ページをお開きください。 



２３９

　　10款５項３目学校給食センター費の財源内訳についてですが、国庫支出金4,552万4,000円の

増については、重点支援地方交付金を充当します。特定財源のその他2,510万2,000円の減につ

いては、歳入で説明しました学校給食費徴収金受入金の減額によるものです。 

　　13ページをお開きください。 

　　債務負担行為で翌年度以降にわたるものについての当該年度以降の支出予定額等に関する調

書です。今回債務負担行為の変更が３件ありました。 

　　続きまして、14ページをお開きください。 

　　地方債に関する調書については、今回地方債の補正がありましたので、補正前、補正後の比

較となります。 

　　説明は以上でございます。よろしくお願いいたします。 

　　すみません。11ページなんですけれども、11ページの部分で委託料のところ、私13節と言っ

たようなんですけれど、正しくは12節委託料が正しいということでございます。 

○議長（石森靖明君）　ただいまから休憩いたします。 

　　11時再開いたします。 

　　　　　午前１０時４４分　　休　憩　 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

　　　　　午前１１時００分　　再　開 

○議長（石森靖明君）　再開いたします。 

　　休憩前に引き続き、議案第52号を議題といたします。 

　　　　これより質疑に入ります。質疑ありませんか。10番桜場政行君。 

○10番（桜場政行君）　桜場でございます。 

　　物価高騰等重点の推奨事業の食料品券配付に関してちょっとお聞きしたいと思います。 

　　実際住民の方、町民の方にいつ頃商品券がまず配付されるのかが、まず１点目。 

　　それから7,000円の商品券ということでございますが、食料品ね。柴田町には大型店とかコ

ンビとかもしくはもともと地元の事業者とかありますけれど、その辺を7,000円のほうのその

辺の内訳はしっかり考えているのかと。 

　　それから、いつ配付になるかはまだお話聞いていませんけれど、利用できる協力店、これや

っぱり探すの大変だと思うんですよね。その辺はどのように考えているのか。 

　　あともう一つ、最後になりますけれど、委託料で2,500万円取ってますけれど、これのちょ

っと詳細説明をお願いします。 



２４０

　　以上でございます。 

○議長（石森靖明君）　４点について答弁を求めます。商工観光課長。 

○商工観光課長（天野　敬君）　まずは、今ご質問いただきました7,000円、今回町民お一人に

つき7,000円の食料品券を支給する制度でございますけれども、まずその内訳につきましては、

まず今回は国の重点支援地方交付金、なお食料品の物価高騰に対する特別加算の趣旨に沿って

食料品の支援というような形になりますので、基本的に今回登録店舗へ想定しているのが、町

内に店舗のある食料品を取り扱う商店もしくは小売店にテイクアウトやデリバリー、専門店町

内にあるかどうかですけれども含む飲食店という形で業種を限定した形での登録店舗を想定し

ております。したがいまして、前回であれば町内に本店のある事業者と町外に本店のある事業

者と、Ａ券、Ｂ券という形で分けてやっておりましたけれども、今回は国の政策に沿った事業

ということで、この7,000円の件につきましては共通券として登録店ではどこでも使えると。

業種は限られますけれどもね。そういった形で町民にご利用いただくということを想定してお

ります。 

　　次に、委託料の2,500万円ですけれども、今回のこういった商品券事業につきましては様々

な関連の間接経費がかかります。想定している内容は、まず登録店舗の募集です。あと募集店

が決まりましたら早速チラシ、登録店舗で活用できるチラシ、あともちろん券そのもの、商品

券の印刷。あと登録店舗に貼る表示用のポスターなどなど様々なまず印刷物が発生します。あ

とは、その券の発送です。まず封入、今回は一日でも早く町民にお届けすることを趣旨にして

おりますので、封入作業、あとはもちろん発送作業、そういったところも業者委託で進めるこ

とを想定しております。あとは最後は、各商店で使われた金券の換金事務ですけれども、そう

いったところももちろん速やかに登録店舗にお金を振り込むために換金なんかも業者委託で行

うという、そういったことを含めましてトータルで2,500万円を一応想定しているということ

で今回計上させていただきました。 

　　以上です。 

○議長（石森靖明君）　配付の期日、いつ配付されるのかという。 

○商工観光課長（天野　敬君）　すみません、失礼いたしました。 

　　配付時期ですけれども、現在、令和８年１月下旬に発送を開始するということを目標に今、

事業を組んでおります。発送については日本郵便が行うゆうパックを想定しているんですけれ

ども、ゆうパックにつきましては世帯主もしくは世帯員の方手渡しが原則になるので、不在だ

ったりした場合は不在票になるので、そういった不在票になればまたそこから数日、手元に渡



２４１

るまで期間がありますけれども、１月の下旬には発送に持っていくということを目標に今、検

討しているところでございます。 

○議長（石森靖明君）　再質疑ありませんか。（「ありません」の声あり） 

　　ほかに質疑ありませんか。11番大坂三男君。 

○11番（大坂三男君）　３ページです。 

　　重点支援交付金のこの①から⑤までの表があるんですけれども、今の桜場議員の話にもちょ

っと重なる部分があるんですけれども、私は商品券というイメージで一般質問でも取上げまし

たけれども、この食料品ってなったの、名称が変わったっていうのは国の推奨事業の中ではっ

きり食料品券とうたっているからということなのか、その辺の確認。 

　　それで、食料品以外は一切買物に行ったついでに。食料品を買いに行ったついでにティッシ

ュとかそういうものは使えないということでよろしいんでしょうか。 

　　それから５番目の阿武急の支援なんですけれども、これは阿武急は柴田町だけでやっている

わけでないので、構成自治体、ほかの構成自治体は、この辺についてはどうなっているのかを

把握していれば教えていただきたいと思います。 

○議長（石森靖明君）　３点について。まちづくり政策課長。 

○まちづくり政策課長（熊谷英樹君）　国のほうからは、11月21日付で重点支援地方交付金の拡

充ということで、町に通知が来ております。今回の予算措置された地方交付金２兆円のうち、

特別加算として4,000億円あります。 

　　こちら、関係資料の２ページの推奨事業メニューのところに、左上で①として食料品の物価

高騰に対する特別加算とされております。こちらはおよそ国民１人当たり3,000円を目安に計

上しているようです。こちらについては、市町村が実施する必須項目とする。全般じゃなくて

食料品の物価高騰を基本とするとされたものです。ただし、本町におきましては、食料品券の

配付ということで食料品を扱っている小売店であれば、そのほかのものを買っても大丈夫と。

国の通知におきましても、食料品券が書いてあるんであれば、食料が入っているのであれば、

そのほかのものに使用しても構わないという通知が11月28日で来ているところでございます。 

　　次に、阿武隈急行につきましては、現在、議案として正式に上がっているのは本町のみでご

ざいます。当初予算でお認めいただきました、運行継続支援事業補助金1,512万円に、この200

万5,000円を充当することを考えてございます。 

○議長（石森靖明君）　再質疑ありますか。ほかに質疑ありませんか。５番吉田清君。 

○５番（吉田　清君）　吉田清でございます。 
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　　先ほど桜場議員の聞いたことと同じような質問になるかと思うんですけれども、４点お伺い

します。 

　　１点目。食料品券を１人当たり7,000円にした根拠をお願いいたします。 

　　２点目。食料品券がこれから、協力店舗数をこれから募集するのか。 

　　あと３番目は、その食料品券の消費期限というのはあるんでしょうか。 

　　４点目は、Ａ券やＢ券などに利用が大規模店に偏らない工夫はするんでしょうか。 

　　以上です。 

○議長（石森靖明君）　答弁を求めます。まちづくり政策課長。 

○まちづくり政策課長（熊谷英樹君）　１点目についてお答えいたします。今回の交付金、物価

高騰の影響を受ける町民生活の安定と地域経済の下支えを図ることを目的として、５つのこの

施策を組み合わせることで効果の最大化を見込んだものです。それによって、本町に来るであ

ろう３億2,000万円のうち、優先的に食料品券については7,000円と試算したものでございます。 

○議長（石森靖明君）　次に、商工観光課長。 

○商工観光課長（天野　敬君）　まず２点目です。登録店舗についてはこれから募集するんです

かというご質問ですけれども、今日お認めいただきましたら、速やかに事業のほう進めていき

たいと考えております。 

　　あと３点目。食料品券の使用期間ですけれども、今回、使用期間につきましては令和８年２

月１日から令和８年４月30日までの３か月間での使用期限を想定しております。 

　　あと最後、４番目。今回統一の商品券ということで、地元に消費されるその工夫というご質

問ですけれども、今回は国の政策があくまで住民への食料品の高騰に対する支援ということで、

そこら辺はなかなか難しいんですけれども、基本的には参考にすると前回５年前の１世帯１万

円配ったときは195店舗の登録店舗ありました。そのときは業種の制限はありませんでした。

その中から、町内の食料品を扱う商店、小売店、あと飲食店を限定していくと、大分件数的に

は少なくなるのかなというところで、今回の事業つきましては少しでも町民のために使える店

を幅広く集めたいということが趣旨で、そっちのほうを優先したいと考えております。 

○議長（石森靖明君）　再質疑ありますか。（「ありません」の声あり） 

　　ほかに質疑ありませんか。 

　　　　　〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石森靖明君）　これをもって質疑を終結いたします。 

　　これより討論に入ります。討論ありませんか。 
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　　　　　〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石森靖明君）　討論なしと認めます。 

　　これより議案第52号令和７年度柴田町一般会計補正予算の採決を行います。 

　　お諮りいたします。本案は原案のとおり決することに賛成の諸君の起立または挙手を求めま

す。 

　　　　　〔賛成者起立挙手〕 

○議長（石森靖明君）　起立挙手総員であります。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

　　　　　日程第１８　陳情第５号　学校教材備品の計画的な整備推進についてのお願い（陳 

　　　　　　　　　　　　　　　　　情） 

　　　　　　　　　　　陳情第６号　臓器移植に関わる不正な臓器取引や移植目的の渡航等を防 

　　　　　　　　　　　　　　　　　止し、国民が知らずに犯罪に巻き込まれることを防ぐため 

　　　　　　　　　　　　　　　　　の環境整備等を求める意見書提出の陳情 

○議長（石森靖明君）　日程第18、陳情に入ります。 

　　12月会議において、本日までに受理した陳情は、お手元に配付の陳情文書表のとおりであり

ます。 

　　いずれも、議会運営委員会の協議により、配付のみの取扱いといたします。 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

○議長（石森靖明君）　常任委員会の休会中の活動予定の件について連絡いたします。 

　　12月会議後の委員会活動予定については、お手元に配付いたしました内容ですので、ご承知

願います。 

　　これで12月会議に付された事件は全て終了しました。 

　　これで本日の会議を閉じますが、休会前に町長から挨拶の申出がありますので、これを許し

ます。町長。 

　　　　　〔町長　登壇〕 

○町長（滝口　茂君）　議長にお許しをいただきましたので、令和７年度柴田町議会12月会議を

閉じるに当たりまして、一言御礼のご挨拶を申し上げさせていただきます。 

　　今回の会議では、報告案件１件、人事案件を含む議案24件、また、追加議案１件の全てにお

きまして原案のとおり全会一致で可決いただきましたこと、改めて御礼申し上げます。 

　　今回の一般質問では、熊対策をはじめ、13人の議員の皆様から21問、76項目にわたりご提案、
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ご質問がありました。いただきました提案等につきましては、今後の町政運営を進めていく上

で向き合わなければならない課題であると認識しておりますし、また、住民の皆様の意向を議

員の皆様が踏まえたものと受け止めさせていただいております。 

　　残念ながら、増え続ける社会保障費、宮城県南中核病院など関係機関への負担金など、令和

11年度までは気の抜けない綱渡りの財政運営が続きますが、何とか財源を確保して、できると

ころから対応してまいりたいというふうに思っております。 

　　また、追加議案でお認めいただきました国の物価高騰対策対応として発行いたします食料券

につきましては、一日も早く町民の皆様のお手元にお配りし、令和８年２月１日から生活に役

立てていただけるよう早急に事務作業を進めてまいります。 

　　さて、早いもので、令和７年も残り僅かとなりました。今年はおかげさまで、新しい地方経

済・生活環境創生交付金、いわゆる第２世代交付金の採択を国から受け、令和10年度の新図書

館や地域交流センターのオープン、また船岡城址公園のスロープカー改修に道筋をつけること

ができました。新図書館を中心とした新たなにぎわい交流拠点の整備については、目に見える

形で着実に前に進めることができた年と言えるのではないかと思っております。これもひとえ

に議員各位のご理解とご協力の賜物と感謝を申し上げます。 

　　来年は、うま年です。馬は十二支の中でも成長や成功、繁栄のシンボルとして縁起のいいも

のとされております。また、甲、乙で始まる10寒との組合せではひのえうまとなり、こちらは

あまり縁起がよくないとの印象もありますが、よく調べてみますと、ひのえは10寒の３番目で

植物の成長に例えると、芽が成長し、葉が広がり、成長が著しい状態を意味します。つまり、

ひのえうまは成長や繁栄が期待できる躍動の年と言え、令和８年度早々に新図書館建設に着工

し、新たなにぎわい交流拠点の整備をはじめとした大型プロジェクトを進めていく年となる柴

田町にとっては、縁起がよい年になるのではないかと期待をしているところでございます。 

　　最後に、しばたファンタジーイルミネーション2025につきましては、昨年同様スロープカー

の運航ができない状態ですが、例年に見劣りしないものとして12月５日から12月30日まで開催

することにしておりますので、今年も多くのお客様に来場していただけることを願っておりま

す。 

　　この１年間、議員各位には大変お世話になり、ありがとうございました。来年もよろしくお

願い申し上げ、休会に当たり御礼のご挨拶とさせていただきたいと思います。 

　　本当に１年間ありがとうございました。 

○議長（石森靖明君）　これをもって令和７年度柴田町議会12月会議を閉じます。 
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　　大変ご苦労さまでした。 

　　　　　午前１１時１７分　　休　会 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

　　上記会議の経過は、事務局長鹿又博文が記載したものであるが、その内容に相違ないことを

証するためここに署名する。 

　　令和７年１２月１２日 
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